
活
内容説明 市内に整備されている特別養護老人ホームの床数動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 739 739 861指標値
2

実　績 739 739 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

大和市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画に基づく 標 予　定指標値
施設整備数を確保することが課題です。 3

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
27年度 Ⅰ：現状のまま継続 28年度 Ⅰ：現状のまま継続 29年度 Ⅰ：現状のまま継続

国、県及び本市の補助金や交付金事務の規則等に従い、適正な建設費等の補助を実施していきます。

今後の方針等

平成２９年度　事務事業評価表
9344

一般会計

事務事業名 老人福祉施設建設等支援事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

健康福祉部 介護保険課 事業者指導担当 河野　孝

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち

総合計画体系 個別目標 高齢者や障がい者への支援を充実する

めざす成果 必要な介護サービスの支援が受けられる

地域における医療及び介護の総合的な確保の促進に関する法律

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 一部有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

昭和44年度 設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

老人福祉施設等を開設する社会福祉法人やその他の事業 28年度（決算額） 29年度（決算額） 30年度（予算額）
者 事業費 43,312 16,231 76,728

人件費 4,390 2,264 1,994

目　的 総事業費 47,702 18,495 78,722

老人福祉施設等の整備を推進します。 30年度事業費（予算額）財源内訳
国支出金 0

県支出金 15,970

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 58,300

・老人福祉施設等の整備を行う社会福祉法人等に建設費 その他 0

　等の補助を行います。 一般財源 2,458
合　計 76,728

３.活動内容

名称 補助金交付対象事業所数 単位 件
活

内容説明 市の補助を受ける社会福祉法人等の事業所数動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 3 9 2指標値
1

実　績 2 8 －－－成　果（効果･予測）

必要な施設を整備することは、福祉向上につながります 名称 特別養護老人ホームの床数 単位 床
。



５.評価結果

評価結果 市が関与する必要性があるか。

27年度 28年度 29年度 Ａ：市が関与する必要性が高い。

市の関与の妥当性
大和市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画を推進するために市が関与する必要性

は高いと考えます。
Ａ Ａ Ａ

評価結果 さらに成果を上げるにはどうしたらよいか。

27年度 28年度 29年度 Ａ：十分に成果を上げている。

事務事業の成果 大和市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画に基づいて整備ができています。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 事業費、人件費は適正か。

27年度 28年度 29年度 Ａ：経費は適正な水準である。

事業費・人件費
事業費の削減は介護保険事業者の負担を強いることになるため事業費は適正です。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

27年度 28年度 29年度 Ａ：受益・負担は適正である。

受益・負担の公平性
事業者に対し公平に周知し、負担も公平です。

Ａ Ａ Ａ

評価結果
市民参加、情報提供、ユニバーサルデザインへの対応、環境負担軽減に向けた

取り組み４点について十分に行ったか。

27年度 28年度 29年度 Ａ：社会的配慮を十分に行っている。

社会的配慮
市では事業者に対して建設地周辺住民および自治会に説明を行うよう指導し工事が円

滑に進んでいます。また、設計はユニバーサルデザインに十分配慮した設計がなされ
Ａ Ａ Ａ

ています。



－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

特別養護老人ホームについては、要綱の規定により、平 標 予　定指標値
成15年度以前の借入分を対象としているため、新規対象 3

実　績 －－－事業はありません。（継続事業のみ）

名称 単位
活

内容説明動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
27年度 Ⅰ：現状のまま継続 28年度 Ⅰ：現状のまま継続 29年度 Ⅰ：現状のまま継続

国や県の動向を見極めつつ、償還金の適正な支援を実施していきます。

今後の方針等

平成２９年度　事務事業評価表
9345

一般会計

事務事業名 老人福祉施設建設費償還支援事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

健康福祉部 介護保険課 事業者指導担当 河野　孝

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち

総合計画体系 個別目標 高齢者や障がい者への支援を充実する

めざす成果 必要な介護サービスの支援が受けられる

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 無

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

平成5年度 平成35年度 31年

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

社会福祉法人 28年度（決算額） 29年度（決算額） 30年度（予算額）
事業費 10,353 10,353 10,353

人件費 149 90 90

目　的 総事業費 10,502 10,443 10,443

社会福祉法人による老人福祉施設建設の借入金返済に対 30年度事業費（予算額）財源内訳
して、その一部を補助することにより、老人福祉施設の 国支出金 0

建設を促進します。 県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

社会福祉法人が支払う借入償還金について、当該年度の その他 0

償還元金に１／４を乗じた額を補助します。 一般財源 10,353
合　計 10,353

３.活動内容

名称 補助対象法人数 単位 法人
活

内容説明 市の補助を受ける社会福祉法人の数動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 5 5 5指標値
1

実　績 5 5 －－－成　果（効果･予測）

市内老人福祉施設の建設を促進しました。 名称 単位
活

内容説明動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定指標値
2

実　績 －



５.評価結果

評価結果 市が関与する必要性があるか。

27年度 28年度 29年度 Ａ：市が関与する必要性が高い。

市の関与の妥当性
国、県及び本市の補助金や交付金事務の規則に従い、適切な建設費の補助を実施して

いきます。
Ａ Ａ Ａ

評価結果 さらに成果を上げるにはどうしたらよいか。

27年度 28年度 29年度 Ａ：十分に成果を上げている。

事務事業の成果 国、県及び本市の補助金や交付金事務の規則に従い、適切な建設費の補助を実施して

います。
Ａ Ａ Ａ

評価結果 事業費、人件費は適正か。

27年度 28年度 29年度 Ａ：経費は適正な水準である。

事業費・人件費
事業費の削減は事業者の負担を強いることになるため事業費は適切です。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

27年度 28年度 29年度 Ａ：受益・負担は適正である。

受益・負担の公平性
社会福祉法人に対して公平に周知し、負担も公平です。

Ａ Ａ Ａ

評価結果
市民参加、情報提供、ユニバーサルデザインへの対応、環境負担軽減に向けた

取り組み４点について十分に行ったか。

27年度 28年度 29年度 Ａ：社会的配慮を十分に行っている。

社会的配慮
ユニバーサルデザイン配慮した施設が整備されており、社会的配慮をおこなっていま

す。
Ａ Ａ Ａ



必要とする 名称 地域密着型介護サービス事業所等の実地指導 単位 件
方が介護保険サービスに満足し、安心して利用すること 活

内容説明 地域密着型介護サービス事業所等の実地指導件数ができます。 動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 26 58 75指標値
2

実　績 25 58 －－－

名称 市指定の事業所数 単位 所
活

内容説明 市が指定する地域密着型介護サービス事業所等の総数動

課　題 指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

今後も介護保険事業所の増加が見込まれるとともに、市 標 予　定 88 186 224指標値
が行う介護事業者の指定権限が拡大されることから、必 3

実　績 72 186 －－－要な人員体制を確保する必要があります。

名称 事故報告書の受理件数 単位 件
活

内容説明 介護保険事業所から提出があった事故報告書の受理件数動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 875 1,052 1,042指標値
4

実　績 996 1,042 －－－

４.今後の方針等
27年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 28年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 29年度 Ⅱ：見直しのうえで継続

平成３０年度から居宅介護支援事業所の指定・指導権限が県から市に移譲されたことにより、さらなる事務

量の増加が見込まれるため、実地指導の一部を委託化することなどにより対応します。

今後の方針等

平成２９年度　事務事業評価表
15786

特別会計

事務事業名 介護保険事業者指定・指導等事務

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

健康福祉部 介護保険課 事業者指導担当 河野　孝

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち

総合計画体系 個別目標 高齢者や障がい者への支援を充実する

めざす成果 必要な介護サービスの支援が受けられる

介護保険法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

平成18年度 設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

事業者 28年度（決算額） 29年度（決算額） 30年度（予算額）
事業費 796 868 3,364

人件費 27,379 35,485 31,551

目　的 総事業費 28,175 36,353 34,915

利用者が安心して介護保険サービスを受けることができ 30年度事業費（予算額）財源内訳
る環境を整えます。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

介護保険事業者の集団指導、実地指導及び介護保険サー その他 0

ビス審議会における審議内容を踏まえ、介護給付等対象 一般財源 3,364

サービスの質の確保及び保険給付の適正化を図ります。 合　計 3,364

３.活動内容

名称 地域密着型介護サービス事業所等の新規指定等 単位 件
活

内容説明 地域密着型介護サービス事業所等の新規指定、更新等の件数動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 314 673 504指標値
1

実　績 193 647 －－－成　果（効果･予測）

介護保険事業者の指定・指導により、介護を



５.評価結果

評価結果 市が関与する必要性があるか。

27年度 28年度 29年度 Ａ：市が関与する必要性が高い。

市の関与の妥当性
市に指定権限と指導権限があります。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 さらに成果を上げるにはどうしたらよいか。

27年度 28年度 29年度 Ａ：十分に成果を上げている。

事務事業の成果 条例に基づき、地域の実情に応じた指定等を行っています。また、事業所への実地指

導については、計画に基づいた指導を行うことが出来ています。
Ａ Ａ Ａ

評価結果 事業費、人件費は適正か。

27年度 28年度 29年度 Ａ：経費は適正な水準である。

事業費・人件費
事業実施に必要な最低限の経費です。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

27年度 28年度 29年度 Ａ：受益・負担は適正である。

受益・負担の公平性
全ての事業所に対し、一定の基準及び期間に基づいて指定・指導を行い、サービスの

供給と質の均衡を図っています。
Ａ Ａ Ａ

評価結果
市民参加、情報提供、ユニバーサルデザインへの対応、環境負担軽減に向けた

取り組み４点について十分に行ったか。

27年度 28年度 29年度 Ａ：社会的配慮を十分に行っている。

社会的配慮
公募委員を含む大和市介護保険サービス審議会において、介護保険サービスに関する

審議を行っています。また、条例を改正するときにはパブリックコメントを実施する
Ａ Ａ Ａ

など、市民参加、情報提供に向けた取り組みを行っています。



年度 (当該年度) 30年度

標 予　定指標値
2

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

先駆的な取り組みとして導入した事業所等における効果 標 予　定指標値
を踏まえ、さらに介護ロボットの普及を図る必要があり 3

実　績 －－－ます。

名称 単位
活

内容説明動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
27年度 － 28年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 29年度 Ⅱ：見直しのうえで継続

先駆的に介護ロボットを導入する事業者に対して高い補助率で支援する必要があることから、３ヶ年（平成

３０年度まで）の時限を設けて実施していますが、導入実績と成果等を十分検証し、事業のあり方等を見直

します。
今後の方針等

【「健康都市　やまと」まち・ひと・しごと創生総合戦略関連事業】

平成２９年度　事務事業評価表
39812

一般会計

事務事業名 介護ロボット導入支援事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

健康福祉部 介護保険課 事業者指導担当 河野孝

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち

総合計画体系 個別目標 高齢者や障がい者への支援を充実する

めざす成果 必要な介護サービスの支援が受けられる

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 無

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

平成28年度 平成30年度 3年

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市内の介護サービス事業者 28年度（決算額） 29年度（決算額） 30年度（予算額）
事業費 15,907 10,004 10,008

人件費 2,604 2,368 2,211

目　的 総事業費 18,511 12,372 12,219

先駆的な取り組みとして介護ロボットを導入する事業者 30年度事業費（予算額）財源内訳
を支援することによって、介護従事者が働きやすい職場 国支出金 0

環境の整備を促進します。 県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

介護ロボットを導入する事業者に補助金を交付します。 その他 0

一般財源 10,008
合　計 10,008

３.活動内容

名称 介護ロボット導入施設、事業者数 単位 件
活

内容説明 補助金の交付を受け介護ロボットを導入する事業者数動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 15 7 7指標値
1

実　績 15 7 －－－成　果（効果･予測）

介護ロボットを導入することで、介護従事者の負担が軽 名称 単位
減されました。 活

内容説明動

指 28年度 29



５.評価結果

評価結果 市が関与する必要性があるか。

27年度 28年度 29年度 Ａ：市が関与する必要性が高い。

市の関与の妥当性
介護職員の人員不足が社会的な問題となっている状況において、保険者である市は先

駆的に介護ロボットを導入する事業者を支援する必要があります。
－ Ａ Ａ

評価結果 さらに成果を上げるにはどうしたらよいか。

27年度 28年度 29年度 Ｂ：成果を上げる余地が一部ある。

事務事業の成果 介護ロボットを導入する効果等について、事業者に広く周知することが必要です。

－ Ｂ Ｂ

評価結果 事業費、人件費は適正か。

27年度 28年度 29年度 Ａ：経費は適正な水準である。

事業費・人件費
介護ロボットの導入事例はまだ少なく、事業者にとって導入効果が明確になっていな

いこともあることから、現在の補助率、予算額は適正な水準です。
－ Ａ Ａ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

27年度 28年度 29年度 Ａ：受益・負担は適正である。

受益・負担の公平性
事業者も導入にかかる経費の一部を負担しており、受益と負担の適正性に問題はあり

ません。
－ Ａ Ａ

評価結果
市民参加、情報提供、ユニバーサルデザインへの対応、環境負担軽減に向けた

取り組み４点について十分に行ったか。

27年度 28年度 29年度 Ａ：社会的配慮を十分に行っている。

社会的配慮
事業を実施するにあたっては、ホームページに掲載するなど情報提供に努めています

。また、全ての事業対象者には案内を送付しています。
－ Ａ Ａ



格 名称 新規資格取得者数 単位 人
取得事務を行います。また転入や転出及び死亡等の資格 活

内容説明 ６５歳到達、転入等による資格取得者数異動処理を的確に行い、要介護認定や介護保険料賦課等 動

に係る正確なデータ作成を行いました。 指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 4,000 3,300 3,190指標値
2

実　績 3,332 3,190 －－－

名称 資格喪失者数 単位 人
活

内容説明 死亡、転出等による資格喪失者数動

課　題 指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

資格管理業務は主に第１号被保険者が対象となります。 標 予　定 2,100 2,100 2,300指標値
急速な高齢社会の進行による事務量の増大から、更なる 3

実　績 2,161 2,305 －－－効率的な事務処理が必要となります。

名称 単位
活

内容説明動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
27年度 Ⅰ：現状のまま継続 28年度 Ⅰ：現状のまま継続 29年度 Ⅰ：現状のまま継続

基幹システムの運用管理を適正に行い、円滑な事務処理を行います。

今後の方針等

平成２９年度　事務事業評価表
9847

特別会計

事務事業名 資格管理事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

健康福祉部 介護保険課 保険管理担当 河野　孝

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち

総合計画体系 個別目標 高齢者や障がい者への支援を充実する

めざす成果 必要な介護サービスの支援が受けられる

介護保険法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

平成12年度 設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

第1号被保険者（65歳以上）及び第2号被保険者（40歳か 28年度（決算額） 29年度（決算額） 30年度（予算額）
ら64歳）のうち受給権者 事業費 1,199 1,479 2,948

人件費 6,696 6,264 6,264

目　的 総事業費 7,895 7,743 9,212

被保険者情報を的確に把握し、保険料賦課、介護認定及 30年度事業費（予算額）財源内訳
び保険給付の基礎データとします。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

住民基本台帳システムから被保険者情報を把握し、資格 その他 0

の取得・喪失等を介護保険事務処理システムにより管理 一般財源 2,948

します。 合　計 2,948

３.活動内容

名称 第１号被保険者数 単位 人
活

内容説明 ６５歳以上の被保険者数動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 54,048 55,016 56,226指標値
1

実　績 54,745 55,630 －－－成　果（効果･予測）

６５歳に到達する第１号被保険者について、正確に資



期的な視野に基づいた高齢者福祉施策を展開することが 活
内容説明 計画策定にあたり、市民のサービス利用意向等を把握できます。 動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 1 0 0指標値
2

実　績 1 0 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

介護保険制度の改正や本市の被保険者数の増加等を踏ま 標 予　定指標値
えた上で計画を策定することが重要となります。 3

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
27年度 Ⅰ：現状のまま継続 28年度 Ⅰ：現状のまま継続 29年度 Ⅰ：現状のまま継続

第7期計画の進行管理を行います。

今後の方針等

平成２９年度　事務事業評価表
9848

特別会計

事務事業名 介護保険運営管理事務

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

健康福祉部 介護保険課 給付担当 河野 孝

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち

総合計画体系 個別目標 高齢者や障がい者への支援を充実する

めざす成果 必要な介護サービスの支援が受けられる

介護保険法

根拠法令 名　称 老人福祉法

健康増進法

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

平成12年度 設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

介護保険事業計画 28年度（決算額） 29年度（決算額） 30年度（予算額）
事業費 5,698 3,089 116

人件費 3,348 8,106 1,105

目　的 総事業費 9,046 11,195 1,221

市の高齢者施策と介護保険事業等を円滑に実施するため 30年度事業費（予算額）財源内訳
、計画の策定及び進行管理を行います。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

実態調査を実施し、審議会や地域説明会を開催しながら その他 0

、計画期間を３年間とする介護保険事業計画を策定しま 一般財源 116

す。策定後は、審議会を適時開催して計画の進行管理を 合　計 116

行います。 ３.活動内容

名称 計画審議会の開催 単位 回
活

内容説明 事業計画の進捗状況の報告、次期計画の検討動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 2 6 1指標値
1

実　績 2 5 －－－成　果（効果･予測）

市の高齢者福祉全般に関する計画を策定することで、長 名称 実態調査の実施 単位 回



料の収納率の向上を目指します。 名称 単位
活

内容説明動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定指標値
2

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

今後、更なる高齢化の進展に伴い、納付忘れや納付方法 標 予　定指標値
がわからない対象者の増加が見込まれます。 3

実　績 －－－未納者に対する更なる収納対策の強化を行っていく必要

があります。 名称 単位
活

内容説明動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
27年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 28年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 29年度 Ⅱ：見直しのうえで継続

納付誓約書提出者に対する納付計画の履行確認及び不履行者に対する催告の実施など、さらなる収納率向上

に取り組みます。

今後の方針等

平成２９年度　事務事業評価表
9849

特別会計

事務事業名 保険料賦課徴収事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

健康福祉部 介護保険課 保険管理担当 河野　孝

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち

総合計画体系 個別目標 高齢者や障がい者への支援を充実する

めざす成果 必要な介護サービスの支援が受けられる

介護保険法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

平成12年度 設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

第1号被保険者 28年度（決算額） 29年度（決算額） 30年度（予算額）
事業費 11,943 13,122 16,794

人件費 15,996 18,423 18,423

目　的 総事業費 27,939 31,545 35,217

介護保険制度運営財源の確保をします。 30年度事業費（予算額）財源内訳
国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

介護保険事務処理システムによる保険料の賦課算定をし その他 0

ます。保険料の徴収は年金からの天引き（特別徴収）又 一般財源 16,794

は納付書による個別納付（普通徴収）等により行います 合　計 16,794

。保険料未納者への督促・催告及び滞納整理の実施、延 ３.活動内容
滞金の徴収を行います。 名称 保険料賦課徴収人数 単位 人

活
内容説明 第1号被保険者保険料賦課実人数動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 54,048 55,016 56,226指標値
1

実　績 54,745 55,630 －－－成　果（効果･予測）

介護保険



審査等含む)動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 8,771 9,063 7,620指標値
1

実　績 8,750 8,940 －－－成　果（効果･予測）

適正な認定（要介護者・要支援者）により、被保険者が 名称 単位
心身の状況に応じた給付を受けることができます。 活

内容説明動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定指標値
2

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

高齢化の進展とともに、介護保険制度が広く周知された 標 予　定指標値
結果、要介護認定申請が増加しています。申請から認定 3

実　績 －－－結果までの法定処理期間（３０日以内）遵守が課題とな

っています。 名称 単位
活

内容説明動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
27年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 28年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 29年度 Ⅱ：見直しのうえで継続

適正かつ迅速な認定がなされるよう、調査員の研修等や補充を適宜行う必要があります。また、国から示さ

れた認定審査会（二次判定）の簡素化を実施することにより、認定審査業務の迅速化に努めます。

今後の方針等

平成２９年度　事務事業評価表
9850

特別会計

事務事業名 要介護認定事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

健康福祉部 介護保険課 認定担当 河野　孝

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち

総合計画体系 個別目標 高齢者や障がい者への支援を充実する

めざす成果 必要な介護サービスの支援が受けられる

介護保険法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

平成12年度 設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

４０歳以上の市民（介護保険の被保険者に限る）のうち 28年度（決算額） 29年度（決算額） 30年度（予算額）
日常生活において介護や支援が必要で、介護保険のサー 事業費 122,230 122,270 122,165

ビス利用を希望する者。 人件費 68,076 67,426 67,426

目　的 総事業費 190,306 189,696 189,591

被保険者が介護保険のサービス（保険給付）を受ける要 30年度事業費（予算額）財源内訳
件を満たしているか確認を行います。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営・委託 】 市債 0

認定申請があった対象者の心身状況について、訪問調査 その他 0

を行います。その調査結果と主治医の意見書をもとに、 一般財源 122,165

保健・医療・福祉の学識経験者によって構成される介護 合　計 122,165

認定審査会において要介護度の審査判定を行います。 ３.活動内容

名称 審査判定件数 単位 人
活

内容説明 介護認定審査会審査判定件数(認定取消、避難住民



事掲載動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 3 3 5指標値
2

実　績 4 3 －－－

名称 パンフレット作成部数 単位 冊
活

内容説明 制度周知用パンフレット動

課　題 指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

高齢社会の進展に伴い、介護ニーズの必要性から、一層 標 予　定 68,000 67,900 73,100指標値
の工夫を凝らしながら趣旨普及活動に努めていく必要が 3

実　績 68,000 69,300 －－－あります。

名称 単位
活

内容説明動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
27年度 Ⅰ：現状のまま継続 28年度 Ⅰ：現状のまま継続 29年度 Ⅰ：現状のまま継続

制度改正により更に複雑化する介護保険制度の円滑な運営のため、被保険者である市民への適切な情報提供

と内容の充実を図っていきます。

今後の方針等

平成２９年度　事務事業評価表
9851

特別会計

事務事業名 趣旨普及事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

健康福祉部 介護保険課 保険管理担当 河野 孝

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち

総合計画体系 個別目標 高齢者や障がい者への支援を充実する

めざす成果 必要な介護サービスの支援が受けられる

　

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 無

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

平成12年度 設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

主に、介護保険被保険者（65歳以上の第1号被保険者、4 28年度（決算額） 29年度（決算額） 30年度（予算額）
0歳から64歳の第2号被保険者）とその家族等 事業費 1,568 1,844 1,853

人件費 1,116 1,105 1,105

目　的 総事業費 2,684 2,949 2,958

介護保険制度の趣旨や仕組みを広く市民に周知し、制度 30年度事業費（予算額）財源内訳
への理解を深めます。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

広報掲載、各種パンフレット作成、説明会等を通じて介 その他 0

護保険制度のＰＲを図ります。 一般財源 1,853
合　計 1,853

３.活動内容

名称 講師派遣等回数 単位 回
活

内容説明 出前講座への講師派遣、説明会等の開催動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 2 14 6指標値
1

実　績 5 13 －－－成　果（効果･予測）

介護保険制度が市民に定着し、介護サービスの利用が促 名称 広報ＰＲ回数 単位 回
進されます。 活

内容説明 広報紙への制度周知記



活
内容説明した。 動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定指標値
2

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

介護給付費の動向を的確に把握した運用が必要です。 標 予　定指標値
3

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
27年度 Ⅰ：現状のまま継続 28年度 Ⅰ：現状のまま継続 29年度 Ⅰ：現状のまま継続

給付費用の執行状況を的確に把握し、基金の適正な運用を図ります。

今後の方針等

平成２９年度　事務事業評価表
9865

特別会計

事務事業名 介護保険給付準備基金管理事務

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

健康福祉部 介護保険課 給付担当 河野　孝

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち

総合計画体系 個別目標 高齢者や障がい者への支援を充実する

めざす成果 必要な介護サービスの支援が受けられる

介護保険法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

平成12年度 設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

介護保険給付準備基金及び第１号被保険者保険料。 28年度（決算額） 29年度（決算額） 30年度（予算額）
事業費 169 218 19,143

人件費 372 368 295

目　的 総事業費 541 586 19,438

給付準備基金の活用によって、介護保険事業の安定運営 30年度事業費（予算額）財源内訳
を図ります。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

決算上生じた第１号被保険者の保険料剰余金等を基金と その他 509

して積立て、保険給付費の財源に不足が生じた場合に基 一般財源 18,634

金を取り崩します。 合　計 19,143

３.活動内容

名称 介護保険給付準備基金への積立回数 単位 回
活

内容説明 第１号被保険者保険料の剰余金を積み立てた回数動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 1 1 1指標値
1

実　績 1 1 －－－成　果（効果･予測）

介護給付費の執行を滞りなく行い、その結果、生じた剰 名称 単位
余金については基金に積み立てを行い、適正に管理しま



算編成及び執行状況の的確な管理により、償 標 予　定指標値
還金を極力少なくする必要があります。 3

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
27年度 Ⅰ：現状のまま継続 28年度 Ⅰ：現状のまま継続 29年度 Ⅰ：現状のまま継続

給付費用等の執行状況を的確に管理し、償還金が発生した場合は正確かつ速やかな事務の執行に努めます。

今後の方針等

平成２９年度　事務事業評価表
9867

特別会計

事務事業名 償還金管理事務

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

健康福祉部 介護保険課 給付担当 河野　孝

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち

総合計画体系 個別目標 高齢者や障がい者への支援を充実する

めざす成果 必要な介護サービスの支援が受けられる

介護保険法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

平成12年度 設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

国庫負担金及び国庫補助金等 28年度（決算額） 29年度（決算額） 30年度（予算額）
事業費 36,746 260,814 1,000

人件費 372 368 295

目　的 総事業費 37,118 261,182 1,295

介護保険事業特別会計に関わる国庫負担金等を適正に管 30年度事業費（予算額）財源内訳
理します。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

介護保険会計決算後、交付基準所要額を超過した国庫負 その他 0

担金等を返還します。 一般財源 1,000
合　計 1,000

３.活動内容

名称 償還回数 単位 回
活

内容説明 国等に前年度の交付金超過交付額を償還する回数動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 1 7 6指標値
1

実　績 6 4 －－－成　果（効果･予測）

国県等の交付金事務の適正化が図られます。 名称 単位
活

内容説明動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定指標値
2

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

給付費等予



護保険 活
内容説明 延べ人数サービスの利用が促進されます。 動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 3 6 12指標値
2

実　績 6 15 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

生活に困窮している低所得者が介護保険サービスを利用 標 予　定指標値
するためには社会福祉法人による利用者負担の軽減が必 3

実　績 －－－要であり、市が社会福祉法人に対して支援していく必要

があります。 名称 単位
活

内容説明動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
27年度 Ⅰ：現状のまま継続 28年度 Ⅰ：現状のまま継続 29年度 Ⅰ：現状のまま継続

低所得者が介護保険サービスを安心して利用できるよう、引き続き事業を継続していきます。

今後の方針等

平成２９年度　事務事業評価表
9960

一般会計

事務事業名 介護保険利用者負担対策支援事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

健康福祉部 介護保険課 給付担当 河野　孝

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち

総合計画体系 個別目標 高齢者や障がい者への支援を充実する

めざす成果 必要な介護サービスの支援が受けられる

介護保険法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 一部有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

平成12年度 設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

利用者負担額の減免措置を行った社会福祉法人 28年度（決算額） 29年度（決算額） 30年度（予算額）
事業費 12 94 181

人件費 372 368 368

目　的 総事業費 384 462 549

社会福祉法人に補助金を交付することにより、低所得者 30年度事業費（予算額）財源内訳
で特に生活困窮である方の利用者負担軽減を図ります。 国支出金 0

県支出金 135

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

社会福祉法人が、生活困窮者に対して、利用者負担額を その他 0

軽減した場合に当該法人に補助金を交付します。 一般財源 46
合　計 181

３.活動内容

名称 実施法人 単位 法人
活

内容説明 利用者負担額を軽減する法人動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 12 12 12指標値
1

実　績 12 12 －－－成　果（効果･予測）

生活に困窮している低所得者の利用者負担を軽減する社 名称 実施法人が提供するｻｰﾋﾞｽの利用者負担軽減者数 単位 人
会福祉法人を支援することにより、低所得者の介



護サービスの利用が促進され、介護を必要とする高齢 名称 給付総額 単位 千円
者が自立した生活を送ることができます。 活

内容説明 保険給付費の総額動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 13,092,875 13,565,456 14,412,646指標値
2

実　績 12,474,160 12,966,690 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

介護サービスの種類や内容が多様化していることから、 標 予　定指標値
的確な給付管理を行う必要があります。 3

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
27年度 Ⅰ：現状のまま継続 28年度 Ⅰ：現状のまま継続 29年度 Ⅰ：現状のまま継続

介護保険サービスを利用した要支援・要介護認定者または事業者の請求に対し、適正に保険給付費を執行し

ます。

今後の方針等

平成２９年度　事務事業評価表
16993

特別会計

事務事業名 保険給付事業（介護）

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

健康福祉部 介護保険課 給付担当 河野　孝

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち

総合計画体系 個別目標 高齢者や障がい者への支援を充実する

めざす成果 必要な介護サービスの支援が受けられる

介護保険法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

要支援・要介護の認定を受けている被保険者及び事業者 28年度（決算額） 29年度（決算額） 30年度（予算額）
。 事業費 12,474,160 12,966,690 14,412,646

人件費 28,946 25,935 30,360

目　的 総事業費 12,503,106 12,992,625 14,443,006

要支援・要介護認定者へ提供される介護保険サービスに 30年度事業費（予算額）財源内訳
に要する費用の一部を保険給付します。 国支出金 2,923,148

県支出金 2,075,814

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

本人または事業者からの請求に対して費用の一部を支払 その他 3,890,805

います。 一般財源 5,522,879
合　計 14,412,646

３.活動内容

名称 介護サービス利用者数 単位 人
活

内容説明 のべ利用者動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 87,701 91,487 102,827指標値
1

実　績 85,504 97,169 －－－成　果（効果･予測）

介



るよう家賃等を支援します。 動

給付の適正化を図るとともに、給付に対する啓発として 指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

、介護サービスの利用者に給付費通知を送付します。 標 予　定 270 270 270指標値
1

実　績 271 260 －－－成　果（効果･予測）

利用者の疑問や不安の解消及び派遣先事業所の介護サー 名称 住宅改修支援費支払件数 単位 件
ビスの質的向上が図られました。 活

内容説明 住宅改修支援費（手数料）を支払った件数また、認知症グループホームに入所を希望する低所得者 動

の支援が図られました。 指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定 200 200 200指標値
2

実　績 171 182 －－－

名称 グループホーム家賃助成制度認定者数 単位
活

内容説明 グループホームの家賃助成制度認定者数動

課　題 指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

事業者が増加傾向にあるため、引き続き利用者の疑問や 標 予　定 0 10 10指標値
不安の解消を図る必要があります。 3

実　績 0 2 －－－また、引き続き家賃等助成事業の周知を図る必要があり

ます。 名称 単位
活

内容説明動

指 28年度 29年度 (当該年度) 30年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
27年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 28年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 29年度 Ⅱ：見直しのうえで継続

自立支援に資するケアプランとなっているかなどについて検証するケアプラン点検を実施し、地域支援事業

のさらなる充実を図ります。

今後の方針等

平成２９年度　事務事業評価表
25592

特別会計

事務事業名 地域支援任意事業（介護給付関連）

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

健康福祉部 介護保険課 給付担当・事業者指導担当 河野　孝

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち

総合計画体系 個別目標 高齢者や障がい者への支援を充実する

めざす成果 必要な介護サービスの支援が受けられる

介護保険法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 一部有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

平成18年度 設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

介護サービス利用者、及びその家族、居宅介護支援事業 28年度（決算額） 29年度（決算額） 30年度（予算額）
所等。 事業費 1,806 4,178 12,799

人件費 1,562 2,452 4,569

目　的 総事業費 3,368 6,630 17,368

利用者が安心して介護サービスを利用できるよう介護サ 30年度事業費（予算額）財源内訳
ービスの質を向上させます。 国支出金 4,929

県支出金 2,464

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

介護サービス相談員が介護サービス事業所において利用 その他 0

者やその家族の相談に応じます。 一般財源 5,406

居宅介護計画が作成されていない要介護者等が住宅改修 合　計 12,799

をする際、その申請を支援する介護サービス事業所等に ３.活動内容
手数料を支払います。 名称 介護サービス相談員派遣事業所数 単位 箇所
認知症を患った低所得者が認知症対応型グループホーム 活

内容説明 年間延べ派遣事業所数に入所でき


